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愛
犬
「
ハ
チ
」
が
失
踪
。
当
園
の
ア
イ
ド
ル
的
な

迷
犬
�

�

故
、
四
方
八
方
手
を
尽
く
す
も
手
が
か
り
な

し
。
朝
な
夕
な
に
ハ
チ
を
先
頭
と
す
る
散
歩
も
な
く

な
り
、
利
用
者
も
イ
ラ
イ
ラ
が
募
る
ば
か
り
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
酒
匂
川
の
水
際
で
セ
キ
レ
イ

が
、
ク
ル
ク
ル
輪
を
描
い
て
遊
ん
で
い
る
か
の
よ
う

な
姿
で
死
ん
で
い
ま
し
た
。
足
に
絡
ま
っ
た
髪
の
毛

の
よ
う
な
細
い
テ
グ
ス
を
解
い
て
や
り
、
そ
の
釣
り

遊
び
の
犠
牲
者
を
本
流
に
放
つ
時
、
ふ
と
ハ
チ
に
思

い
が
重
な
り
、
心
中
や
る
せ
な
い
ブ
ル
ー
な
気
持
ち

で
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
日
、
保
健
所
か
ら
ハ
チ
ら
し
い
犬
が
車
に

は
ね
ら
れ
た
と
の
連
絡
で
動
物
病
院
を
尋
ね
る
と
、

瀕
死
の
状
態
で
運
ば
れ
、
取
り
あ
え
ず
命
だ
け
を
助

け
飼
い
主
を
探
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
大
腿

骨
骨
折
の
大
手
術
も
無
事
成
功
し
、
今
で
は
元
気
に

お
伴
衆
を
引
き
連
れ
、
胸
を
張
っ
て
散
歩
を
す
る
姿

に
戻
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
れ
ば
済
ん
だ
も
の
を
、
重
く

汚
れ
た
犬
を
獣
医
さ
ん
ま
で
運
び
込
み
、
命
を
救
っ

て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
皆
の
心
ま
で
も
救

っ
て
く
れ
た
、
小
さ
く
と
も
と
て
つ
も
な
く
大
き
な

善
意
に
胸
を
熱
く
す
る
と
と
も
に
、
大
事
な
心
の
宝

物
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

何
気
な
い
日
常
の
忘
れ
ら
れ
な
い
一
コ
マ
で
す
。

紅
梅
学
園
施
設
長　

大
峽
健
一
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かながわ福祉サービス運営適正化委員会の取り組み

　「かながわ福祉サービス運営適正化委員会」（以下、委員会）は平成12年度に設置され、福祉
サービス利用者の苦情解決や地域福祉権利擁護事業の運営監視を実施してきました。
　この度「平成15年度かながわ福祉サービス運営適正化委員会事業報告書」を作成しましたので、
本書の中から輿石英雄委員長からの報告を中心に、昨年度の苦情申立の傾向をまとめました。

～福祉サービスの質の向上をめざして～

苦
情
申
立
の
傾
向

　

平
成
十
五
年
度
は
前
年
度
よ
り
苦
情

申
立
件
数
が
増
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
申
立
に
対
す
る
対
応
件
数
も
、
実

に
二
千
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の

案
件
の
解
決
に
百
回
以
上
も
や
り
と
り

を
す
る
よ
う
な
解
決
困
難
案
件
が
増
え

て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
の
特
徴
を
い
く
つ
か
挙

げ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
、
委
員
会
の
存

在
が
市
民
に
広
く
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
感
じ
ま
す
。
ど
こ
で
こ
の
委
員

会
の
こ
と
を
お
知
り
に
な
っ
た
の
か
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
な
ど
か
ら

の
申
立
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
と
利
用
者
と
の
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
う
少
し
取

れ
て
い
れ
ば
、
申
立
に
は
至
ら
な
か
っ

た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
案
件
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

案
件
は
、
委
員
会
か
ら
事
業
者
に
苦
情

の
内
容
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
が
短
期
間
の
内
に
解
決
し
て
い

ま
す
。
事
業
者
段
階
で
の
、
苦
情
を
出

し
や
す
い
環
境
作
り
の
大
切
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
重
大
な
人
権
侵
害
案
件
と

考
え
ら
れ
る
申
立
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
、
委
員
会
よ
り
県
知
事
通
知

な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
早
期
に
是

正
が
行
わ
れ
て
解
決
に
至
る
な
ど
、
委

員
会
が
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

委
員
会
に
は
強
制
的
な
調
査
権
限
ま
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
苦
情
の
適
切
な

解
決
が
図
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
思
い

を
残
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

生
活
面
や
家
族
関
係
、
精
神
面
の
障

害
な
ど
、
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
る

利
用
者
か
ら
の
、
苦
情
内
容
が
把
握
し

に
く
い
申
立
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
が

抱
い
て
い
る
不
満
や
苦
情
を
受
け
止
め

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
様
々
な
経

路
を
経
て
委
員
会
に
た
ど
り
着
い
て
い

る
の
で
す
。
対
処
が
困
難
な
案
件
で
す

が
、
門
戸
を
閉
ざ
す
の
で
は
な
く
、
な

る
べ
く
受
け
入
れ
る
よ
う
努
力
し
て
き

ま
し
た
。

　

以
上
、
い
く
つ
か
傾
向
を
挙
げ
ま
し

た
が
、
こ
の
苦
情
解
決
事
業
は
事
業
者

を
非
難
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、

苦
情
の
解
決
を
通
じ
て
、福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
改
善
・
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

事
業
者
と
利
用
者
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
回
復
さ
せ
て
い
く
制
度

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。幸
い
本
県
で
は
、

事
業
者
の
方
々
か
ら
も
こ
の
点
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
多
く
の
案
件
が
適
切
な

解
決
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

益
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
次
第

で
す
。

　

な
お
申
立
案
件
が
増
え
て
い
く
中

で
、
こ
れ
ま
で
は
職
員
の
業
務
の
過
重

が
心
配
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

幸
い
、
こ
の
た
び
事
務
局
員
が
一
名
増

合　計不詳その他相模原市横須賀市川 崎 市横 浜 市県 域種　　別

１８
（２１．１％）

０
３

０
１

０
０

０
１

４
８

０
５

痴 呆高
齢
者 ３１０１４５高 齢 者

５４
（６３．６％）

１
５

１
４

２
３

３
８

６
２０

６
１４

身 体障
害
者

３３１５８５知 的
１０００６３精 神

 １０
（１１．８％）０１１２３３児 童

３
（３．５％）０００１２０その他（不詳）

８５
（１００．０％）
８

（９．４％）
６

（７．１％）
４

（４．７％）
１２

（１４．１％）
３３

（３８．８％）
２２

（２５．９％）合　　計

＊県域･･･政令・中核市（横浜市・川崎市・横須賀市・相模原市）以外の県内市町村

苦　情　解　決　の　結　果受　

付
苦 情 内 容

継 続 中意見要望
そ の 他通　 知あっせん紹 介

伝 達
相 談
助 言

２７２７職 員 の 接 遇

１１６８サービスの質や量

１２３利 用 料

３１１１１１６説明・情報提供

１４５被 害 ・ 損 害

３２７１２権 利 侵 害

２１１１０１４そ の 他

１０２２０４６７８５合 計

（表１）利用者障害別及び居住地域別の状況

（表２）苦情内容・解決結果別件数
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員
と
な
り
体
制
の
強
化
を
は
か
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
こ
の
新

し
い
事
務
局
体
制
で
、
よ
り
充
実
し
た

対
応
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

障
害
者
に
関
す
る
苦
情
が
増
加

　

苦
情
の
内
容
を
分
析
し
て
み
ま
す

と
、
一
昨
年
度
の
十
四
年
度
は
、
案
件

総
数
八
十
一
件
の
う
ち
、
身
体
障
害
十

一
、
知
的
障
害
十
五
、
精
神
障
害
十
五

の
計
四
十
案
件
（
全
体
の
四
九
％
）
で

し
た
が
、
十
五
年
度
は
案
件
総
数
八
十

五
件
の
う
ち
、
身
体
障
害
二
十
一
、
知

的
障
害
二
十
三
、
精
神
障
害
十
の
計
五

十
四
案
件
（
全
体
の
六
三
％
）
と
、
障

害
者
に
関
す
る
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
昨
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
支
援
費
制
度
」
に
関
す
る
内
容
が
増

加
し
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
関
係
の
案
件
に
つ
い

て
は
、
一
昨
年
度
の
十
四
年
度
は
二
十

九
件
（
全
体
の
三
五
％
）
か
ら
、
十
五

度
は
十
八
件
（
全
体
の
二
一
％
）
と
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
障
害
者
か
ら
の
申
出

が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
申
出
の

内
容
や
主
訴
の
確
認
を
詳
し
く
す
る
た

め
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
あ
る
い
は
面
談

な
ど
、
多
く
の
手
段
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
解
決
困
難
案
件
の
増
加

に
よ
り
、
案
件
に
対
す
る
対
応
回
数
が

増
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

運
営
監
視
委
員
会
が
現
地
調
査
を
実
施

　

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
受
託
社

協
に
対
す
る
実
態
把
握
を
目
的
と
す
る

調
査
と
し
て
、
小
田
原
市
・
横
須
賀
市

・
寒
川
町
の
社
協
に
委
員
が
訪
れ
、
状

況
を
伺
い
ま
し
た
。
各
社
協
と
も
熱
心

か
つ
適
正
な
事
業
運
営
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
一
部
改
善
を
要
す
る
よ
う

な
事
項
に
つ
い
て
は
、
文
書
や
口
頭
で

改
善
を
要
請
し
ま
し
た
。

（
運
営
適
正
化
委
員
会
）

※
本
報
告
書
は
、
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
本
紙
一
面
参
照
）。

（表３）事業開始以降の利用者障害別数の推移 　　

合 計その他児 童精神障害者知的障害者身体障害者高齢者区　分

３６０１０４９２２平成１２年度

７３５３１３１５９２８平成１３年度

８１３９１５１４１１２９平成１４年度

８５３１０１０２３２１１８平成１５年度

２７５１１２３３８５６５０９７合　計

＊平成１２年度は、平成１２年１０月～同１３年３月の６カ月間の件数
＊「その他」は、生活保護受給者や申出者が匿名等のため区分が出来ない者等

（表４）受理した苦情案件の申出要旨・対応結果等（一部抜粋）
（１）行政へ文書で通知した案件

【利用者】知的障害児（１０代）【申出者】関係者　【事業者】入所施設

（対応）申出者、関係者から事情調査を行い、申出
内容が確認された。行政の対応を経て事業者は事
実を認め申出者に謝罪したため、委員会の対応を
終了した。

（申出）職員から体罰を受けけがをして入院した。
事業者は以前から複数の利用者に体罰を行ってい
るが、それを「体罰」ではないとし施設長も容認し
ているので調査して欲しい。
（２）口頭により改善の取り組みを要請した案件

【利用者】知的障害児（１０代）【申出者】親　【事業者】ホームヘルプサービス

（対応）事業者と担当行政の対応について、事情
調査を行う。その後利用者は契約解除したが、事
業者を訪問し対応の確認を行った。その結果、事
業者から申出者に謝罪がなされ対応を終了した。

（申出）ヘルパーと事業者の対応に不信感が募っ
ていた。その上、一方的にヘルパー派遣の休止を
メールで知らされ、対応に納得がいかない。契約
を早急に解除し、他の事業者と契約したい。
（３）当事者のみで話し合いを行った案件

【利用者】高齢者（年齢不詳）【申出者】本人　【事業者】有料老人ホーム特定施設入居者生活介護

（対応）行政に管理費について、一般的な考え方
を確認した。その後申出者より「事業者との話し合
いにより解決した」という連絡が入り、委員会の対
応を終了した。

（申出）申出者は寝たきりの妻と当該事業所へ入
所したが、管理費に疑問がある。事業者に訴えたが、
見解が申出者と異なり話が進まない。事業者の徴
収する管理費について、第三者の意見を聞きたい。
（４）相談助言・情報提供等による対応をした案件

【利用者】身体障害者（匿名）【申出者】家族　【事業者】行政

（対応）行政に確認の結果、「レンタルは対象外だ
がリースについての規定はなく、居住している各
行政の判断となっている」ことが判明。結果を伝え
たところ、申出者が直接居住地の行政に問い合わ
せることになり、対応を終了した。

（申出）申出者は、利用者名義で自動車をリース
している。身障者の「障害者に対する有料道路通行
料金の割引」が適用されると思ったが、申出者が居
住している管轄行政から「リースは対象外」と説明
され、その根拠を知りたい。
（５）傾聴対応した案件

【利用者】精神障害者（年齢不詳）【申出者】本人　【事業者】グループホーム

（対応）傾聴対応を行った結果、利用者が客観的
に事実を理解できるようになったため、委員会の
対応を終了した。

（申出）事業所の職員が「（申出者のような）若い
人はみんな薬を飲んでいる」という風に、薬のこと
ばかり言うので、不快な思いをしている。

(表５）かながわ福祉サービス運営適正化委員会委員
（任期：平成１６年５月１２日～平成１８年５月１１日）

役　　　　職氏　名
《運営適正化委員会》

○県立保健福祉大学教授谷口　政隆
東洋英和女学院大学教授横倉　　聡
県立保健福祉大学教授太田　貞司
呆け老人をかかえる家族の会県支部副代表佐藤　一磨
県心身障害児者父母の会連盟代表幹事香坂　　勇
県精神障害者連絡協議会会長小坂　　功
全国脊椎損傷者連合会県支部長山崎　　昇
特別養護老人ホームわかたけ富岡施設長竹田　一雄
地域生活支援センターはたの施設長相馬　妙子
身体障害者療護施設丹沢レジデンシャルホーム施設長伊藤　崇博
鎌倉市社会福祉協議会事務局長立川　悦子
横浜弁護士会石黒　康仁

◎横浜弁護士会川島　志保
県精神病院協会理事津田　昌利
県医師会理事馬嶋　正剛

《運営監視委員会》
◎（運営適正化委員会委員）横倉　　聡

（運営適正化委員会委員）山崎　　昇
（運営適正化委員会委員）小坂　　功
（運営適正化委員会委員）相馬　妙子
（運営適正化委員会委員）竹田　一雄

○横浜弁護士会小長井雅晴
（運営適正化委員会委員）津田　昌利

《苦情解決委員会》
（運営適正化委員会委員）太田　貞司
田園調布大学助教授伊東　秀幸

◎（運営適正化委員会委員）石黒　康仁
横浜弁護士会菊地　哲也

○県精神病院協会監事山口　哲顕
（運営適正化委員会委員）馬嶋　正剛

◎委員長、○委員長職務代理者
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今
年
も�
赤
い
羽
根
�共
同
募
金
に
ご
支
援
を
！

　

十
月
一
日
。
今
年
も
�
赤
い
羽
根
�

共
同
募
金
の
季
節
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　

五
十
八
回
目
を
数
え
る
今
年
の
共
同

募
金
は
、
県
内
の
民
間
社
会
福
祉
施
設

・
団
体
か
ら
、
昨
年
を
大
き
く
上
回
る

資
金
援
助
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
、�
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
街
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
�
た
め
に
、
施

設
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
福

祉
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
共
同
募
金

は
、
こ
の
願
い
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、
よ
り
多
く
の
地
域
福
祉
活
動
を
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
経
済
状
況
の
影
響

の
中
、
ど
う
か
、
共
同
募
金
の
受
け
手

と
い
う
立
場
を
超
え
て
、
担
い
手
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

今
年
も
ぜ
ひ
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

◆
県
共
同
募
金
会

�　

－

　

－

６
３
３
９

０４５

３１２

　

身
体
や
精
神
な
ど
に
障
害
の
あ
る

方
々
や
高
齢
者
が
主
体
的
な
生
活
を
獲

得
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
作
業
活
動
を

通
じ
、
心
身
機
能
の
回
復
や
維
持
、
開

発
を
支
援
す
る
作
業
療
法
士
。
現
在
約

二
万
七
千
人
が
、
全
国
の
病
院
や
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
施

設
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
作
業
療
法
士
の
役
割
や
仕
事

を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
神
奈
川

県
作
業
療
法
士
会
が
主
催
の
「
作
業
療

法
体
験
デ
ー
」
が
八
月
一
日
、
ウ
ィ
リ

ン
グ
横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
同
会
会
長
の
長
谷

川
元
氏
よ
り
、

　
「
昭
和
二
十
年
に
初
の
作
業
療
法
士

が
誕
生
し
て
か
ら
、
養
成
校
の
数
も
有

資
格
者
の
数
も
増
加
し
続
け
て
お
り
、

作
業
療
法
士
の
必
要
性
は
益
々
高
ま
っ

て
い
る
反
面
、
作
業
療
法
士
の
仕
事
は

多
岐
に
渡
る
た
め
、
そ
の
役
割
へ
の
理

解
は
な
か
な
か
一
般
の
方
に
浸
透
し
て

い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
回
企
画

し
た
様
々
な
催
し
を
通
じ
、
是
非
、
作

業
療
法
の
重
要
性
や
作
業
療
法
士
の
仕

事
の
奥
深
さ
を
感
じ
取
っ
て
欲
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

催
し
で
は
、
県
内
の
一
般
病
院
や
精

神
病
院
の
ほ
か
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
方
々
が
生
活
、
あ
る
い
は
利
用
す
る

福
祉
施
設
で
働
く
作
業
療
法
士
の
方
々

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
域
で
ど
の
よ
う
な

作
業
療
法
を
行
い
な
が
ら
、
患
者
（
利

用
者
）
と
関
わ
り
合
っ
て
い
る
か
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
す
る
公
開
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
宝
焼
き
や
折
り
紙
な
ど
、

日
頃
作
業
療
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
作
業
の
体
験
や
、
自
助
具
を
使
っ
て

食
事
や
裁
縫
な
ど
を
行
い
障
害
な
ど
の

理
解
を
深
め
る
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
作

業
療
法
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
ビ

デ
オ
を
上
映
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
会
場
に
訪
れ
た
多
く
の
方
々
は
、

多
彩
な
企
画
を
熱
心
に
体
験
し
な
が

ら
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

◆
神
奈
川
県
作
業
療
法
士
会
（
北
里
大

学
医
療
衛
生
学
部
作
業
療
法
学
専
攻
�

浅
井
）

�　

－

５
３
７
８－

０
６
３
４

０７０

作
業
療
法
士
の
活
動
に
ふ
れ
る
体
験
デ
ー
開
催
さ
れ
る

夢

、人
の輪、

支え
あい夢

、人
の輪、

支え
あい

平成16年度共同募金の配分計画�

皆さまからお寄せいただきます寄付金は、神奈川�
県内のさまざまな福祉活動を支援していきます。�

“たすけあいの心”を普及する�
ための「小・中学校福祉作文コン�
クール」の実施や、共同募金実施�
のための各種資材の制作等に�

重度障害者・在宅高齢者の家事、介護、配食、送�
迎サービスを推進する非営利団体の活動支援に�

児童・障害者・高齢者福祉施設を�
利用する方々のための、送迎用車�
両の整備や、各種設備の整備に�
�

12億6,400万円万円�12億6,400万円�
2,500か所�2,500か所�

を目標額に�
●共同募金の�
　　支援対象施設・団体�

共同募金を推進するために�
在宅福祉サービス団体へ�

年末たすけあい援助活動へ�

市区町村社会福祉協議会へ�

民間社会福祉施設へ�

1億4,111万円�

1億5,000万円�在宅福祉活動やボランティア団体�
の育成等、地域福祉の推進を図る�
社会福祉協議会の活動支援に� 3億5,868万円�

市区町村を単位として実施される、�
生活支援を要する世帯のための激�
励事業等に�

4億2,110万円�

5,600万円�

国内で発生する地震・風水害等、�
大規模災害時の被災地支援の�
ために�

災害時の準備金として�

1,311万円�

障害者・高齢者・難病当事者団体、被虐�
待女性支援団体などの活動支援に�

社会福祉団体へ�

4,700万円�

障害者の就労訓練用機器の整�
備や、生活支援のための各種�
備品類の整備に�

障害者地域作業所、�
　　　　生活ホームへ�

7,700万円�

作業療法で製作した作品が展示されたコーナーでは
訪れた人がスタッフの説明に熱心に耳を傾けていた
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―
あ
る
施
設
長
の
一
時
間
―

　

私
の
経
営
す
る
児
童
福
祉
施
設
も
、

長
年
共
同
募
金
の
受
配
を
受
け
て
い
ま

す
。
お
か
げ
で
ど
の
位
助
か
っ
た
か
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
終
戦
直
後

の
設
立
で
す
の
で
、
当
時
か
ら
の
ご
支

援
を
思
う
度
に
大
変
な
有
難
み
を
感
じ

て
い
ま
す
。『
受
配
』
と
い
う
よ
り
も

『
恩
恵
』
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
自
身
、 
機 
と
考
え
直
し

は
た

て
み
た
時
に
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
善
意
の
募
金
は
、
確
か
に
施
設
の
運

営
や
利
用
者
の
処
遇
向
上
に
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で

良
い
の
だ
ろ
う
か
と
常
々
感
じ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
喉
の
奥
に
何

か
刺
さ
っ
た
よ
う
な
す
っ
き
り
し
な
い

よ
う
な
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
が
何
で

あ
る
の
か
、
あ
る
方
の
行
動
を
知
る
ま

で
は
答
え
を
出
せ
ず
に
い
ま
し
た
。

　

そ
の
方
は
歴
史
あ
る
児
童
福
祉
施
設

の
理
事
長
で
、
今
は
も
う
こ
の
世
に
は

い
ま
せ
ん
が
、
毎
年
、
十
月
一
日
に
は

必
ず
横
浜
駅
の
西
口
に
立
た
れ
て
、「
共

同
募
金
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
」と
、

自
ら
声
を
出
し
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

私
は
、「
何
故
？
」
と
伺
い
ま
し
た
。

今
思
え
ば
や
ぼ
な
質
問
で
赤
面
の
限
り

で
す
が
、
そ
の
方
は
「
自
分
が
で
き
る

感
謝
は
こ
れ
く
ら
い
だ
か
ら
な
」
と
、

実
に
謙
虚
に
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は

そ
れ
を
聞
き
、
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
も

の
が
一
遍
に
取
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
以
降
、
私
も
仲
間
の
施
設
長
も

街
頭
立
ち
を
恒
例
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
寄
付
し
て
い
た
だ
く
の
が
当
然
」で

は
な
く
、ト
ッ
プ
自
身
が
先
頭
に
立
ち
、

感
謝
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
も
大
事
な
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
経
営
者
や

施
設
長
の
皆
さ
ん
。
十
月
一
日
は
年
一

回
の
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
れ
も
一
時
間

で
よ
ろ
し
い
で
す
か
ら
、
街
頭
募
金
に

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　

募
金
者
の
温
か
い
気
持
ち
が
形
と
な

っ
た
建
物
の
柱
に
、
利
用
者
の
笑
顔
が

映
え
、
傍
ら
に
立
つ
自
分
自
身
の
姿
に

も
、
満
足
感
や
充
実
感
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

�福
 

唐
池
学
園
理
事
長　

鶴
飼
一
晴
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ともしびグッズコーナー

かながわ県民センター�
横浜駅西口より徒歩４分�

三井生命ビル�

岡田屋�

横浜駅�

高島屋�

至小田原� 至東京�

三越�

東洋ビル� 新
田
間
川�

〈問合せ先〉
神奈川県障害者地域作業所連絡協議会
�０４５－３１１－８７５２　FAX０４５－３２４－０４２６

　かながわ県民センター１階の「ともしびグッズコーナー」では、
県内の障害者地域作業所等で障害のある方々が、心をこめて作った
手作り商品の展示・販売を行っています。
いずれも心のこもった、優しく温もりのある品ばかりです。
　ぜひ、お立ち寄りください。

＊＊＊主な展示品＊＊＊
縫製品・陶芸品・染物製品・木工品・紙製品・革製品　他

　　　　　　【場　　所】かながわ県民センター１階
　　　　　　【販売時間】１０：００～１７：００
　　　　　　【住　　所】横浜市神奈川区鶴屋町２－２４－２
　　　　　　　　　　　　�０４５－３１２－１１２１（代）

ともしびグッズコーナーの販売活動には障害者地域
作業所に通う利用者も参加しており、一緒に販売活
動をお手伝いしていただけるボランティアを募集し
ています。興味がある方は下記までご連絡を！

ボランティア募集
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県
社
協
の�

夏
休
み
に
自
助
具
を
作
っ
た
よ
！

　

か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
中
高
校

生
を
対
象
に
「
楽
し
く
作
っ
て
使
お
う
！
便
利
用
具

〜
自
助
具
製
作
教
室
」
を
七
月
三
十
一
日
と
八
月
七

日
に
開
催
し
、計
二
十
一
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

製
作
し
た
の
は
、
羽
根
付
き
爪
切
り
と
ス
ト
ロ
ー
ホ

ル
ダ
ー
。当
セ
ン
タ
ー
の
自
助
具
製
作
指
導
員
か
ら
、

作
り
方
や
工
具
の
使
い
方
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
制

作
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

羽
根
付
き
爪
切
り

は
、
細
か
い
指
先
の

動
作
が
難
し
い
人
で

も
押
し
や
す
い
よ
う
、

ア
ク
リ
ル
板
の
羽
根

を
持
ち
手
の
部
分
に

取
り
付
け
、
木
製
の

台
に
固
定
し
、
滑
り

止
め
を
付
け
ま
す
。

コ
ッ
プ
に
挿
し
た
ス

ト
ロ
ー
が
振
れ
な
い

よ
う
に
固
定
す
る
ス
ト
ロ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
、
ア
ク
リ

ル
板
を
加
熱
・
曲
げ
て
作
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

普
段
使
っ
た
こ
と
の
な
い
工
具
に
初
め
は
緊
張
し
な

が
ら
も
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
自
助
具
を
使
っ
て
い
る
方
か
ら
お
話
を
伺

う
場
面
で
は
、
リ
ウ
マ
チ
で
手
が
不
自
由
な
中
森
み

や
子
さ
ん
か
ら
、
携
帯
電
話
で
メ
ー
ル
を
打
つ
た
め

の
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
、
手
作
り
の
自
助
具
で
生
活
を

豊
か
に
さ
れ
て
い
る
様
子
を
、
ま
た
脳
性
ま
ひ
で
電

動
車
い
す
を
利
用
さ
れ
て
い
る
柳
沼
和
子
さ
ん
か
ら

は
、
コ
イ
ン
拾
い
リ
ー
チ
ャ
ー
（
伸
縮
棒
に
付
け
た

粘
着
テ
ー
プ
で
コ
イ
ン
を
拾
う
自
助
具
）
を
製
作
し

た
経
験
か
ら
、
諦
め
ず
に
納
得
の
い
く
も
の
を
作
る

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
考
え
た
人
の
ア
イ
デ
ア

は
凄
い
と
思
っ
た
」、「
初
め
は
疑
問
も
多
か
っ
た

が
、
使
い
方
が
わ
か
る
と
興
味
を
ひ
く
も
の
ば
か
り

だ
っ
た
」、「
文
化
祭
で
発
表
し
た
い
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
助
具
を
身
近
に
感
じ
、
そ
の

大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
二
日
間
は
、
夏
休
み

の
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
普
及
課
）

施
設
間
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

児
童
や
高
齢
、障
害
等
の
種
別
協
議
会
に
分
か
れ
、

活
動
を
行
う
施
設
部
会
会
員
が
一
同
に
会
し
、
各
種

別
で
抱
え
る
問
題
や
課
題
を
、「
共
通
の
課
題
」
と
し

て
認
識
し
、
情
報
を
交
換
し
て
い
こ
う
と
、
八
月
二

十
六
日
、
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
十
あ
る
種
別
協
議
会
の
中
か
ら
、
児
童

福
祉
施
設
・
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
医
療
施
設
・

地
域
生
活
施
設
協
議
会
か
ら
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
福
祉
施
設
協
議
会
の
稲
本
誠
一
氏
（
日
本
水

上
学
園
）
は
、
家
庭
の
養
育
力
低
下
を
背
景
に
増
加

す
る
処
遇
困
難
児
童
や
家
庭
引
き
取
り
児
童
の
減
少

な
ど
の
問
題
か
ら
、精
神
的
ケ
ア
や
治
療
機
能
な
ど
、

専
門
的
援
助
体
制
の
充
実
の
必
要
性
に
つ
い
て
。
ま

た
、
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の
岡
村
勝
氏
（
貴

志
園
）
は
、
授
産
施
設
の
歴
史
や
利
用
者
の
状
況
を

踏
ま
え
、
個
々
の
障
害
に
応
じ
た
就
業
適
正
を
見
出

す
こ
と
の
で
き
る
施
設
体
系
と
就
労
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
。
福
祉
医
療
施
設
協
議
会
の
江
波
戸
威
津

雄
氏
（
紫
雲
会
横
浜
病
院
）
か
ら
は
、
社
会
保
障
制

度
の
再
編
の
中
、
生
活
困
窮
者
を
中
心
に
支
援
を
行

っ
て
き
た
福
祉
医
療
施
設
が
抱
え
る
運
営
上
の
課
題

と
、
在
住
外
国
籍
住
民
や
ホ
ー
ム
レ
ス
等
、
新
た
な

支
援
対
象
者
へ
の
方
策
な
ど
を
。
地
域
生
活
施
設
協

議
会
の
名
古
屋
修
氏
（
横
浜
愛
泉
ホ
ー
ム
）
は
、
地

域
を
基
盤
に
活
動
し
て
き
た
隣
保
館
の
取
り
組
み
か

ら
、
福
祉
施
設
が
地
域
住
民
と
の
接
触
交
流
の
場
と

し
て
機
能
す
る
た
め
に
、
専
門
性
を
共
有
す
る
こ
と

の
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
の
必
要
性
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
種
別
を
越
え
共
働
し
て
い
く
姿
勢
が
、
地
域
全

体
の
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。（
社
会
福
祉
事
業
課
）

工具の使い方などを教わりながら思い
おもいに自助具を製作しました
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神奈川の社協職員
新潟豪雨災害でコーディネート力を発揮

　今夏、各地で豪雨災害が発生しています。７月１３日、新潟県で発生し死者１５名をもた
らした水害に、県社協は、阪神淡路大震災を契機に結んだ「関東ブロック都県・指定都
市社協災害時の相互支援に関する協定」に基づいて、２０日から３１日まで「三条市災害ボ
ランティアセンター」に職員を派遣しました。
　特に被害の大きかった三条市には延べ２３，６４５人のボランティアが集まりましたが、災
害ボランティアセンターの立ち上げ及びその運
営を担いました。他県の社協職員と協力しなが
らコーディネートに徹したこの間、時々刻々と
変化する問題に即時判断を行い、様々な主体と
連絡調整を図るなど、社協組織、職員が日々培
った力量が生かされたといえます。
　なお、県内社協からは、横浜市・川崎市・横
須賀市・相模原市・海老名市・城山町から職員
が派遣されています。

朝早くからボランティアは集まります。
センターが一番活気づく時間です
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テーマは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
地域で創る 生き活きセカンドライフ

【日時】平成１６年９月２５日（土）
【会場】神奈川県社会福祉会館

�

月
号
で
お
伝
え
い
た
し
ま
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
地
域

で
創
る　
生
き
活
き
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」

と
題
し
、
定
年
退
職
を
チ
ャ
ン
ス（
機

会
）と
考
え
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ（
挑
戦
）し
、
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
創
造
）し
よ
う
が
テ
ー
マ
で
す
。

�

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
現
在
地
域
で

シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
る
方
々
を
パ
ネ
ラ

ー
に
、
自
身
が
定
年
後
、
ど
の
よ
う
に

八シ

地
域
の
中
で
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
に
取
組
ん
で
き
た
の
か
に
つ
い

て
、
こ
の
間
の
苦
労
や
楽
し
み
、
ま
た

女
性
・
妻
の
立
場
か
ら
見
て
き
た
様
子

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
併
せ
て
、
本
年
神
奈
川

県
労
働
者
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
た

「
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
実
態
＆
生
き
が

い
ニ
ー
ズ
調
査
」
の
結
果
も
織
り
交
ぜ

な
が
ら
、テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
が

活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
来
場
者
の
み

な
さ
ん
と
交
流
が
で
き
る
活
動
紹
介
・

交
流
サ
ロ
ン
や
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

余
暇
診
断
、
家
庭
経
済
や
生
き
が
い
に

つ
い
て
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
、「
地
域
で

自
分
を
活
か
す　

第
ニ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
の
つ
く
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ

ー
も
開
催
し
ま
す
。

�

ら
に
い
き
い
き
と
し
た
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
に
は
、
健
康
づ
く
り

も
大
切
で
す
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
は
じ

め
、
車
い
す
体
験
や
加
齢
に
よ
る
身
心

の
衰
え
を
擬
似
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

用
意
し
ま
す
。

　

多
彩
な
企
画
で
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
応
援
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

さ

～チャンス（機会）・チャレンジ（挑戦）・クリエーション（創造）～

第１回かながわシニア第１回かながわシニア　　　　
活動交流シンポジウム開催　　活動交流シンポジウム開催

第１回かながわシニア第１回かながわシニア　　　　
活動交流シンポジウム開催　　活動交流シンポジウム開催

第１回かながわシニア　　　　
　　活動交流シンポジウム開催
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　会社人間から地域人間へ。地域で活動している方々の事例をも
とに、仕事に代わる生きがいづくり、地域での仲間づくりにつ
いて考えます。

〈コーディネーター〉

　青葉ＯＢサロン代表　　　　　　　　　　　　　　増山　利夫さん
〈パネラー〉

　NPO法人e-nakama理事長　　　　　　　　　　　　 磯部　裕三さん
　じゃおクラブ代表　　　　　　　　　　　　　　　率川　清昭さん
　かながわ男性ボランティアクラブ代表　　　　　　藤田　尚志さん
　神奈川健康生きがいづくりアドバイザー協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎地区役員　阿部伊代子さん
　神奈川県労働者福祉協議会事務局長　　　　　　　田畑　　稔さん

第１回かながわシニア活動交流シンポジウム　10：00～12：30

◇元気で長生き・あなたの若さをチェック！
◇車いす・高齢者擬似体験

健康づくりコーナー　10：00～16：00　２階
◇かながわ長寿社会開発センターの紹介

出会いのコーナー　10：00～16：00
おまちしています！�

生きがい・仲間づくりコーナー　10：00～16：00

　皆さんは、今までの知識や経験という財産をいかししています
か？自分楽（じぶんがく）とは、自分も楽しく相手も楽しいラ
イフスタイルです。シニアの財産をいかして、もっと地域を楽
しく豊かにしませんか？

 ※セミナーは事前申込みが必要です。�０４５－３１１－８７３４・FAX０４５－３１２－６３０２まで

◇シニアグループ活動紹介・交流サロン
◇資料・情報コーナー
◇余暇生活から見たライフスタイル再点検
　　　　　　　　　　　－パソコンによる余暇診断
◇ライフプラン相談コーナー
◇セミナー
「地域で自分を活かす　第ニのプロフィールのつくり方」

～ニューシニアのための自分楽～
　〈講師〉�自分楽研究所代表取締役　崎山みゆきさん
　〈時間〉１４：００～１５：３０（定員３０名）
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図　
　

書

資　
　

料

「ファミリーフレンドリーサイト」のホームページをご紹介します
　事業主や人事担当者が、自社の「ファミリーフレンドリー企
業」（仕事と家庭が両立しやすい職場環境を支援する企業）度
を、診断できるサイト。育児休業制度の内容や取得状況など
の両立指標の設問から、取組状況の評価やアドバイスを得ら
れます。診断結果は、「次世代育成支援対策推進法」（17年４月
施行）の、一般事業主行動計画の目標づくりに活用されます。 http://www.familyfriendly.jp/

「ボランティアのすすめ
　あなたの手をわたしに」
鈴木健二　著

「福祉資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/
～「新着情報コーナー」ができました。ぜひご利用ください ! ～

と、「はじめに小さな愛あります」、「感動
なしに人生はあり得ない」、「誰があなた
の手と心を待っているでしょうか」、「現
実の中のロマンの発見、それがボラン
ティアです」、「ボランティアにもっとも
必要なのは、感動する心です」など、読
み易く、どこから読み始めても読み手の

　この本は２０章から成
り立っています。見出
しの一部を紹介する

心にすーっと入ってき
て優しい気持ちにして
くれます。始めようと
いう行動以前に、優し
い心ありきを気付かせ
「あなたも．．．」と、そ
っと背を押してくれる
そんな本です。数多い
著者の本の中でも必見
の一冊です。

１９９４年刊、双葉社
　現在販売されておりません
（福祉資料室で閲覧・貸出可）

�

★
防
災
・
防
犯
・
福
祉
の
つ

ど
い
記
録
集
（
�N
 

都
市
防
災
研
究
会
）

二
〇
〇
四
年
に
開
催
さ
れ
た
つ
ど
い
の
記
録

集
。
防
災
に
関
す
る
展
示
、
図
上
訓
練
の
ほ

か
、
防
災
コ
ン
サ
ー
ト
や
消
火
・
炊
き
出
し

実
演
、
障
害
者
の
避
難
誘
導
実
演
な
ど
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。

�

★
こ
こ
が
ち
が
う
よ
！

テ
ク
ニ
カ
ル
エ
イ
ド
（
吉
川
和
徳
、
ふ
つ
う

の
く
ら
し
研
究
所
）

月
刊
誌
「
介
護
保
険
情
報
」
に
掲
載
し
た
テ

ク
ニ
カ
ル
エ
イ
ド
に
関
す
る
原
稿
を
ま
と
め

た
冊
子
。
福
祉
用
具
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
に

つ
い
て
の
情
報
を
判
り
や
す
く
掲
載
。

★
住
民
参
加
型
福
祉
と
生
涯
学
習
〜
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
主
体
形
成
を
求
め
て
（
辻
浩
、

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
人
間
裁
判
〜
朝
日
茂
の
手
記
（
朝
日
訴
訟
記

念
事
業
実
行
委
員
会
、
大
月
書
店
）

★
わ
が
国
に
生
ま
れ
た
不
幸
を
重
ね
な
い
た
め

に
〜
精
神
障
害
者
施
策
の
問
題
点
と
改
革
へ
の

道
し
る
べ
（
藤
井
克
徳
・
田
中
秀
樹
、
萌
文
社
）

★
﹇
完
全
図
解
﹈
新
し
い
介
護
（
大
田
仁
史
・

三
好
春
樹
、
講
談
社
）

★
近
隣
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
〜
横

須
賀
基
督
教
社
会
館
と
地
域
住
民
の
あ
ゆ
み

（
岸
川
洋
治
、
筒
井
書
房
）

★
明
日
へ
の
リ
ス
タ
ー
ト
２
〜
障
害
の
あ
る
お

子
さ
ん
の
ご
両
親
に
贈
る（
と
も
い
く
ク
ラ
ブ
、

横
浜
市
社
協
）

★
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
導
入
の
た
め
の
施
設
改
修
の

手
引
き
（
高
齢
者
痴
呆
介
護
研
究
・
研
修
東
京

セ
ン
タ
ー
）

★
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ 
わ
ら
し
っ
こ
倶
楽

部
活
動
報
告
（
大
和
市
社
協
や
ま
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

★
身
体
拘
束
の
な
い
介
護
を
め
ざ
し
て
〜
続
・

身
体
拘
束
廃
止
に
向
け
て
の
実
践
事
例
（
東
京

都
身
体
拘
束
廃
止
推
進
会
議
）

★
高
齢
者
の
権
利
擁
護
相
談
の
手
引
き
（
京
都

市
社
協
京
都
市
長
寿
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

★
福
祉
現
場
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
方
策
に
関

す
る
実
証
実
験
（
静
岡
県
社
協
）

★
障
害
者
の
多
様
な
雇
用
就
労
形
態
に
関
す
る

研
究
調
査
報
告
書
（
日
本
障
害
者
雇
用
促
進
協

会
）

★
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
関
係
資
料
集
（
岡
山
県

社
協
）

★
精
神
障
害
者
の
雇
用
事
例
に
つ
い
て
の
研
究

調
査
�
（
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
機
構
）

Ⅱ

リリーフクラブ（在宅高齢者支援・小
修繕グループ）顧問
シニアの仲間づくり支援アドバイザー

辻　日出夫
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◇
対
象
＝
東
京
都
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
神
奈

川
県
の
い
ず
れ
か
で
、
現
在
認
可
保
育
園
を
運

営
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
。
但
し
、
自
ら
園

舎
を
建
設
で
き
る
法
人
が
対
象

◇
説
明
会
＝　

月　

日
�
（
参
加
申
込
み
法
人

１０

１９

は
、　

月　

日
�
ま
で
に
左
記
に
連
絡
の
こ
と
）

１０

１３

◇
問
合
せ
＝
足
立
区
福
祉
部
保
育
課
保
育
計
画
係

�　

－

３
８
８
０－

５
８
７
３

０３
福
祉
医
療
機
構
助
成
事
業

◇
対
象
＝
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
を
行
う
法

人
又
は
団
体

◇
対
象
事
業
＝
①
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
基
金

（
地
域
の
福
祉
・
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

緊
急
に
充
実
を
図
る
必
要
の
あ
る
高
齢
者
・
障

害
者
在
宅
福
祉
の
推
進
、
高
齢
者
・
障
害
者
の

社
会
参
加
、
民
間
非
営
利
団
体
等
に
よ
る
地
域

の
福
祉
・
介
護
活
動
）、
②
子
育
て
支
援
基
金

（
地
域
や
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
業
、

青
少
年
の
非
行
防
止
・
健
全
育
成
事
業
、
子
育

て
や
非
行
児
童
等
に
関
す
る
広
報
啓
発
活
動
、

小
・
中
学
生
や
小
・
中
学
生
の
い
る
家
庭
に
対

す
る
支
援
事
業
）、
③
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援

基
金
（
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
・
強
化
事
業
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識
高
揚
、
地
域

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
障
害
者
の
社
会

参
加
の
推
進
）

◇
助
成
額
＝
一
件
に
つ
き
上
限　

万
円

２００

◇
〆
切
り
＝　

月　

日
�

１０

３１

◇
問
合
せ
＝
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
�　

－

　

－

１
１
２
１
㈹
（
県
域
団
体
）、

０４５

３１２

横
浜
市
社
協
横
浜
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�　

－

　

－

８
６
２
０
（
横
浜
市
内
団
体
）、

０４５

２０１

川
崎
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
セ
ン
タ

ー
�　

－

　

－

３
５
６
３
（
川
崎
市
内
団
体
）

０４４

２４４

�◇
内
容
＝
「
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習

の
価
値
と
展
開
」を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

研
究
発
表
、
実
践
報
告
等

◇
日
時
＝　

月　

日
�
〜　

日
�

１１

２７

２８

◇
会
場
＝
県
立
保
健
福
祉
大
学

◇
参
加
費
＝
同
学
会
会
員
７
千
円
（
〆
切
り
日

以
降
９
千
円
）、
非
会
員
８
千
円
、
学
生
３
千
円

※
昼
食
代
、
懇
親
会
費
、
宿
泊
費
別
途 

◇
〆
切
り
＝　

月　

日
�

１０

１５

◇
問
合
せ
＝
県
立
保
健
福
祉
大
学　
　

－
　

－

FAX
０４６

８２８

２
９
０
９
（
県
外
参
加
希
望
者
）、
か
な
が
わ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�　

－

　

－

１
１
２
１

０４５

３１２

㈹
（
県
内
参
加
希
望
者
）
※
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
要
綱
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す

�◇
演
目
＝
千
住
真
理
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
藤

井
一
興
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
�

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
、サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
�白
鳥　
他

日
本
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
学

会
第　

回
か
な
が
わ
大
会

10

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
の
た
め
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時
＝
９
月　

日
�　

時
開
演

２７

１９

◇
会
場
＝
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野

◇
料
金
＝
Ｓ
席
４
千
円
、
Ａ
席
３
千
円
、
車
い

す
席
３
千
円　

※
未
就
学
児
童
不
可

◇
問
合
せ
＝
か
な
が
わ
子
ど
も
虐
待
ネ
グ
レ
ク

ト
専
門
家
協
会
事
務
局

�
０
４
６
３－

　

－

２
７
１
５
（
土
曜　

時
〜

９０

１３

　

時
）

１６
　

０
４
６
３－

　

－

２
７
１
６
（
随
時
）

FAX

９０

第
３
回
キ
ラ
キ
ラ
っ
と
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

◇
対
象
＝
何
ら
か
の
障
害
の
あ
る　

歳
ま
で
の

１５

幼
児
・
児
童

◇
応
募
作
品
＝
水
彩
・
油
絵
・
版
画
・
パ
ス
テ

ル
・
貼
り
絵
・
切
り
絵
・
色
鉛
筆
・
墨
絵
等
を

原
則
と
し
て
平
面
表
現
の
も
の
。
サ
イ
ズ
は
最

小
Ａ
４
〜
最
大　

×　

�
以
内
厳
守

６０

５０

◇
賞
＝
優
秀
作
品　

点
（
賞
状
・
副
賞
の
他
、

６０

「
こ
ど
も
の
エ
コ
ム
」Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
発
表
）

◇
〆
切
り
＝
９
月　

日
�
必
着

３０

◇
問
合
せ
＝
同
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

�　

－

５
９
８
８－

０
５
２
３

０３

　
　

－

３
９
５
３－

９
４
６
１

FAX
０３

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

東
京
都
足
立
区
立
中
部
保
育
園
の
改
築
、

民
営
化
に
伴
う
運
営
法
人
の
募
集

【
一
般
寄
付
金
】
▽
明
治
大
学
校
友
会
横
浜
地
域
支
部
▽
沼
倉
清

治
▽
田
中
良
平
▽
広
瀬
公
子
▽
岡
村
正
子
▽
脇
隆
志
【
母
子
福
祉

の
た
め
に
】
▽
ジ
ョ
ン
ソ
ン
㈱
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
県
立
衛
生

短
期
大
学
衛
生
看
護
課
同
窓
会
し
ら
ゆ
り
会
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ

プ
輝
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
新
桜
ケ
丘
店
・
相
模
大
野
店

▽
済
生
会
若
草
病
院
▽
岸
田
宗
一
郎
▽
佐
藤
和
枝
▽
遠
藤
寂
香

（
計
二
、
四
九
二
、
四
二
三
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
㈲
楽
土
舎
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
み

と
み
山
荘 
北
林
二
郎
▽
原
田
三
郎
▽
岡
村
正
子　
　

（
敬
称
略
）
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家
庭
内
に
お
け
る
虐
待
の
状
況

　

前
回
ま
で
は
、
壮
年
層
を
取
り
巻
く
問
題
の
中
か
ら
、「
自
殺
」
の
問
題
と
「
生
き
が

い
づ
く
り
」
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
二
回
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
共
に
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
、
高
齢

者
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
第
一
回
の
今
回
は
、「
高
齢
者
虐
待
防
止
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
「
高
齢
者
虐
待
」
の
問
題
に
取
り
組

む
、
県
大
和
保
健
福
祉
事
務
所
の
保
健
予
防
課
課
長
の
山
本
倫
仁
さ
ん
と
、
同
主
査
の

杉
山
真
理
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

実
り
あ
る
老
後
を
ど
う
作
り
だ
す
か　
①

つ
な
が
り
を
も
と
め
て

つ
な
が
り
を
も
と
め
て　
�6
 

　

厚
生
労
働
省
が
、
全
国
約
一
万
七
千

カ
所
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

関
係
機
関
と
、
自
治
体
を
対
象
に
行
っ

た
「
家
庭
内
に
お
け
る
高
齢
者
虐
待
に

関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
虐
待
の
多

く
は
息
子
や
息
子
の
妻
、配
偶
者
、
娘

な
ど
の
近
親
者
が
行
っ
て
お
り
、
そ
の

理
由
も
、
虐
待
者
の
性
格
や
人
間
性
、

及
び
高
齢
者
と
の
人
間
関
係
の
悪
化
が

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
介
護
疲

れ
や
高
齢
者
の
痴
呆
に
よ
る
言
動
の
混

乱
、
家
族
・
親
族
の
無
関
心
な
ど
と
い

っ
た
、
介
護
に
起
因
す
る
悩
み
か
ら
虐

待
に
至
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
回
答
も

み
ら
れ
、
介
護
者
が
問
題
を
一
人
で
抱

え
、
孤
立
し
て
い
る
姿
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
和
保
健
福
祉
事
務
所
は
、
大
和
市

（
人
口
約
二
十
二
万
人
）と
綾
瀬
市（
人

口
約
八
万
二
千
人
）
で
生
活
す
る
方
々

の
、
保
健
・
福
祉
の
向
上
に
向
け
、
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
昭
和
四
十
九
年
頃
か
ら
地
域
に
住

む
高
齢
者
や
家
族
に
対
し
、
電
話
相
談

や
訪
問
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
活
動
の
中
で
、
介
護
や
食
事
な
ど
が

十
分
で
な
い
の
か
、
不
衛
生
な
状
態
で

あ
っ
た
り
、
大
き
な
と
こ
ず
れ
が
で
き

た
ま
ま
の
状
態
で
、
薄
暗
い
部
屋
に
寝

か
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
姿
を
目
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

方
々
が
、
十
分
な
治
療
や
介
護
を
受
け

る
こ
と
な
く
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い

く
現
状
に
直
面
す
る
度
に
、
何
と
か
し

な
け
れ
ば
と
、
当
時
あ
っ
た
社
会
資
源

や
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
て
支
援
に

あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し『
虐
待
』

と
い
う
言
葉
も
一
般
化
さ
れ
て
い
な
い

時
代
に
あ
っ
て
、
保
健
師
一
人
の
力
で

は
ど
う
に
も
で
き
ず
、
心
を
痛
め
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
大
和
保
健
福
祉
事
務
所
で
既
に

県
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
た
、
地

域
で
徘
徊
す
る
高
齢
者
を
、
早
期
に
発

見
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
『
は
い
か
い

高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を

モ
デ
ル
に
、
高
齢
者
の
虐
待
を
防
止
す

る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り
に
先
駆
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
研
究
会
や
作

業
部
会
を
経
て
、
十
三
年
三
月
に
県
内

初
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
」
と
山
本
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
大
和
市
と
綾
瀬

市
の
保
健
・
福
祉
担
当
者
の
ほ
か
、
多

岐
に
渡
る
分
野
の
関
係
者
が
構
成
員
と

な
り
事
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
全
て
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
わ

な
け
れ
ば
、
虐
待
の
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
地
域
の
行

政
職
員
や
福
祉
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

医
療
機
関
や
警
察
な
ど
に
も
構
成
員
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
問
題
に

取
り
組
む
姿
勢
を
、
設
置
要
綱
な
ど
の

書
面
で
明
確
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
個
人
や
各
組
織
だ
け
で
対
応
し

て
い
た
問
題
が
顕
在
化
さ
れ
、
幅
広
い

専
門
性
と
選
択
肢
を
も
っ
て
検
討
す
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

相
談
は
、
地
域
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
や
高
齢
者
担
当
課
に
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
報
告
を
受
け
た
高
齢
者
担
当
課
と

潜
在
す
る
虐
待
を
何
と
か
し
た
い

地
域
の
中
に
つ
な
が
り
を
つ
く
る

～高齢者の虐待防止・早期発見・早期対応フローチャート～

介護困難�
介護ストレス�

介護の放�
棄・放置�

身体的な暴�
力・拘束　�

金銭・物の�
搾取�精神的苦痛� 性的暴力�

相談�

在宅介護支援センター�
基幹型在宅介護支援センター�

発見・連絡�

大和市高齢者福祉課�
綾瀬市いきがい介護課�

チーム検討会議�

緊急性あり�

緊急性なし�

事　件�

症状あり�

分離必要�

警　察�

病院・診療所�

調査・保護�

治　療�

大和市高齢者福祉課�
綾瀬市いきがい介護課�
（高齢者サービス調査分会）�

緊急一時保護　　　　�
やむを得ない措置入所�

大和市保健福祉事務所�
綾瀬市保健センター�

連携�

介護保険� 介護者支援� 金銭管理�

給付中�

対象外�対　象�

申請する� 申請拒否�

介入拒否�

認定調査�

大和あんしんセンター�
綾瀬あんしんセンター�
（社会福祉協議会）�

財産保全サービス�

介護支援専門員�

ケアプラン作成・修正�

介護保険サービス提供�

・ 訪問介護�

・ 訪問看護�

・ 訪問入浴�

・ 訪問リハ�

・ 通所介護�

・ 通所リハ�

・ 短期入所　　など�

介護で疲れきってしまわないための地域のサービス�

地域でできるサービス� 地域で見守る人たち�

・ 介護者の集い�

・ 介護者の交流�

・ 介護者の会�

・ 介護者のための精神保健相談�

・ 痴呆相談�

・ 家庭訪問、相談　　　など�

・ 民生委員�

・ 在宅介護支援センター職員�

・ 市保健師�

・ 保健福祉事務所保健師�

・ 保健福祉事務所ケースワーカー�

　　　　家庭訪問、相談　　など�
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ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク 143

　猛暑の続いた今年７月、集中豪雨によって
大きな被害を受けた新潟県中之島町へ水害の
後片付けボランティアに行きました。
　中之島町は、大雨で刈谷田川の堤防が決壊
し、家屋の倒壊、流出、半壊、床上浸水など
１，０００戸以上の家屋に被害が及びました。復
旧作業は、住宅の床下に２０センチくらい堆積
した排泥をかき出し、土のう袋に詰めて運び
出すなど大変な重労働で、多くの人の力が必
要とされました。神奈川県からは各地の災害
ボランティアネットワーク等が協力し、３回
にわたり貸し切りバスによる夜行ボランティ
ア隊が組まれ、のべ１００人以上が参加しまし
た。その他、カンパやタオルの募集にたくさ
んの方から支援をいただきました。
　このボランティア活動を支えているのは、
現地で求められている活動（ニーズ）を集めた
り、ボランティアと活動先を調整する災害ボ
ランティアセンターです。過去に運営を経験
した全国各地の人たちが、災害発生直後から
連絡を取り合い、被害の情報を集め、現地に
アドバイザーやコーディネーターを派遣して
サポートします。今回、社協職員や青年会議
所等が協働しサポートにあたっていました。
　しかし、こうしたネットワークがあるから
何もしなくて良いわけではありません。阪神
大震災のように都市を襲う大災害や、広域で
同時発生的に被害が起きる場合もあります。
なにより、災害が起きてしまった後の救援で
は助からない命があるからです。被害は社会
的に弱い立場の人に集中します。今回の水害
で亡くなった方も避難が遅れたり、自力では
避難することができなかった高齢者でした。
　神戸の震災から、来年の１月１７日で１０年の
節目を迎えます。被災地が受けた教訓を風化
させず、これから起こる災害で命を失わない
よう、多くの人が持つ防災の智恵を集積する
場を全国のネットワークと作っています。
　防災ギャザリングを通して県内の智恵を結
び、 皆さんと交換していきたいと思ってい
ます。

「災害からいのちを守る」

　防災ギャザリングfromかながわ
　渡辺　善明

相
談
を
受
け
た
機
関
が
チ
ー
ム
検
討
会

を
開
催
し
、
大
和
保
健
福
祉
事
務
所
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
緊
急
性
が
あ
る

場
合
は
早
急
に
関
係
機
関
と
連
携
し
、

身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
ま

す
が
、
緊
急
性
が
な
い
場
合
は
、
介
護

保
険
や
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
な
ど

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
す
す
め
な

が
ら
、
処
遇
の
改
善
に
努
め
ま
す
。
そ

の
際
に
大
切
な
の
は
、
介
護
者
も
視
野

に
入
れ
た
支
援
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
杉
山
さ
ん
。

問
題
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
見
つ
め
る

　

高
齢
者
を
守
る
た
め
に
は
、
虐
待
が

起
こ
り
に
く
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
不
可
欠
と
、杉
山
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
様
々
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
の

中
に
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

介
護
者
を
支
援
す
る
社
会
的
資
源
は
十

分
に
は
整
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
介
護
に
疲
れ
た
介
護
者
が
、
追
い

詰
め
ら
れ
て
虐
待
に
至
っ
て
し
ま
う
前

に
、
関
係
機
関
が
様
々
な
場
面
で
介
護

者
の
心
の
シ
グ
ナ
ル
を
受
け
止
め
、
見

守
っ
て
い
く
し
く
み
を
作
っ
て
い
く
こ

と
。
こ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
き
な

ね
ら
い
の
一
つ
な
の
で
す
。
今
後
は
、

介
護
保
険
事
業
者
や
福
祉
施
設
関
係
者

な
ど
、
多
く
の
関
係
者
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
必

要
な
事
例
の
収
集
や
情
報
の
活
用
方
法

な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
相
談
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

　

高
齢
者
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

必
要
な
事
柄
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

①
介
護
が
長
期
化
、
重
度
化
す
る
中

で
、
地
域
全
体
で
介
護
を
支
援
す
る
し

く
み
づ
く
り

②
顕
在
化
し
に
く
い
虐
待
の
問
題
の
掘

り
起
こ
し
と
、
様
々
な
専
門
性
（
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
弁
護
士
等
）
に
照
ら
し
合

わ
せ
た
事
例
の
検
討
。
個
人
情
報
保
護

の
視
点
に
た
っ
た
、
情
報
の
共
有
方
法

に
つ
い
て
の
検
討
。

③
支
援
の
結
果
、
病
院
や
施
設
入
所
等

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
金
銭
等
を
含

め
た
処
遇
の
取
り
扱
い

④
概
念
の
統
一
を
含
め
た
、
支
援
者
の

資
質
向
上
に
向
け
た
機
会
づ
く
り

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�

�
�

情報やご感想をお寄せください　!
〒２２１－０８４４　横浜市神奈川区沢渡４－２「県社協企画課タイムズ係」

�０４５－３１１－１４２３　FAX０４５－３１２－６３０２　e-mail：kikaku@jinsyakyo.or.jp

高齢者虐待のために専門チームがある自治体一覧（本県内）
�名　　称（所管課）

０４６－２６３－１１１１�大和市（保健福祉部高齢者福祉課）１
０４６－８２４－７６３２横須賀市（中央健康福祉センター）２
０４６７－２３－３０００�鎌倉市（高齢者福祉課）３
０４２－７５４－１１１１�相模原市（高齢者福祉課）４
０４６３－８２－１０２１秦野市（秦野在宅介護支援センター）５
０４６－２２３－１５１１�厚木市（福祉介護課高齢福祉係）６
０４６７－７７－１１１１�綾瀬市（いきがい介護課いきがい担当）７
０４６５－８３－２３３１�開成町（町民サービス部保健福祉課）８

※「家庭内における高齢者虐待に関する調査」（平成１６年４月　医療経済研究機構）より抜粋
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だ
れ
も
が
安
心
し
て
入
浴
で
き
る
公
衆
浴
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け
あ
い
泉
「
コ
モ
湯
」（
横
浜
市
）

－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：BCH１２０１１@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

　

体
を
清
潔
に
保
つ
だ
け
で
な
く
、
湯

に
包
ま
れ
た
皮
膚
感
覚
に
体
を
任
せ
て

「
極
楽
」
気
分
を
味
わ
い
、
心
身
の
疲

れ
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る「
入
浴
」。

　

そ
ん
な
癒
し
の
効
果
の
あ
る
入
浴
で

す
が
、
高
齢
者
で
身
体
に
不
安
の
あ
る

方
や
障
害
の
あ
る
方
の
多
く
は
、
自
宅

に
気
軽
に
入
浴
で
き
る
環
境
や
設
備
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
た

め
、
思
い
通
り
に
入
浴
を
楽
し
む
こ
と

は
難
し
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
お
風
呂

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
公
衆
浴
場

「
コ
モ
湯
」
を
運
営
す
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
た
す
け
あ
い
泉
の
理
事
長
吉
川
則
子

さ
ん
と
、
常
務
理
事
の
菅
谷
典
子
さ
ん

に
、
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

時
間
も
人
も
気
に
せ
ず
ゆ
っ
た
り
と

　

た
す
け
あ
い
泉
は
平
成
五
年
に
発

足
。
高
齢
者
福
祉
を
中
心
に
、
地
域
に

根
ざ
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
特
定
の
人
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

多
く
の
方
に
も
施
設
を
利
用
し
て
欲
し

い
と
考
え
た
時
に
、
浮
か
ん
だ
の
が
お

風
呂
の
活
用
で
し
た
。
自
分
た
ち
が
入

っ
た
ら
楽
し
く
な
る
よ
う
な
お
風
呂
を

作
ろ
う
と
考
え
た
浴
室
に
は
、
高
齢
者

の
方
や
重
い
障
害
の
あ
る
方
で
も
安
心

し
て
お
風
呂
が
楽
し
め
る
よ
う
、
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
で
寝
た
ま
ま
入
る
こ
と
の

で
き
る
機
械
浴
槽
や
ボ
デ
ィ
シ
ャ
ワ
ー

な
ど
の
ほ
か
、
車
い
す
で
入
る
こ
と
の

で
き
る
ジ
ャ
グ
ジ
ー
も
あ
り
ま
す
。
公

衆
浴
場
で
す
の
で
、
ご
利
用
に
な
る
方

の
責
任
で
入
っ
て
い
た
く
の
が
基
本
で

す
が
、
施
設
機
能
を
生
か
し
て
、
送
迎

や
ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
も
ご
用
意
し

て
い
ま
す
（
有
料
）」
と
吉
川
さ
ん
。

　

全
国
的
に
も
珍
し
い
こ
の
取
り
組
み

に
、
利
用
者
か
ら
活
用
の
ヒ
ン
ト
を
も

ら
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。

　
「
ご
家
族
が
ヘ
ル
パ
ー
の
様
子
を
見

な
が
ら
介
助
方
法
を
覚
え
て
、
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
を
入
浴
さ
せ
て
帰
る

と
い
っ
た
使
い
方
の
ほ
か
、
ま
ず
高
齢

者
の
方
を
機
械
式
浴
槽
で
介
助
し
た

後
、
最
後
に
全
員
一
緒
で
ジ
ャ
ク
ジ
ー

に
入
ら
れ
る
ご
家
族
や
、
遠
足
と
し
て

コ
モ
湯
を
訪
れ
、
皆
で
楽
し
く
入
浴
し

て
帰
る
地
域
作
業
所
の
皆
さ
ん
。
定
期

的
に
遠
方
か
ら
来
館
さ
れ
、
友
だ
ち
と

だ
ん
ら
ん
し
て
帰
っ
て
い
く
高
齢
者
の

方
な
ど
、
様
々
な
使
い
方
が
生
ま
れ
て

い
る
の
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
風

呂
は
生
活
環
境
の
中
で
、
個
別
に
使
い

た
い
と
だ
れ
も
が
思
う
場
所
で
す
。
コ

モ
湯
が
高
齢
や
障
害
の
有
無
を
問
わ

ず
、
体
調
や
都
合
に
合
わ
せ
、
時
間
に

も
人
に
も
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
ゆ
っ

た
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
場
と
な
る

こ
と
で
、
す
て
き
な
交
流
の
輪
が
広
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
菅
谷
さ

ん
は
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

入
浴
料
は
一
回
二
百
円
（
貸
切
り
）。

現
在
施
設
増
築
中
の
た
め
、
営
業
時
間

な
ど
通
常
業
務
と
は
若
干
異
な
る
た
め
、

事
前
に
確
認
の
上
、
ご
予
約
を
お
願
い

し
た
い
と
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入所更生施設Ｋ学園（厚木市）

機械浴槽は使い方を教えてもらえばだれでも簡単に使用する
ことができます。左上は皆で楽しく利用できるジャグジー
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